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平
成
24
年
に
実
施
さ
れ
た
西
諸
医
師

会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
看

護
学
校
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
の
回
答
が
76
㌫
、
看
護
学
校
が

必
要
と
の
回
答
が
74
㌫
で
あ
り
（
グ
ラ

フ
①
）、
さ
ら
に
68
㌫
の
医
療
機
関
が
看

護
職
不
足
と
回
答
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ

フ
②
）。

　

ま
た
、
平
成
25
年
の
調
査
で
は
、
58

㌫
の
医
療
機
関
が
地
元
に
看
護
学
校
が

あ
れ
ば
、
毎
年
複
数
の
学
生
に
対
し
て

奨
学
金
給
付
と
雇
用
を
希
望
す
る
と
の

結
果
が
出
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
西
諸
圏
内
の
人
口
動
態
を

見
る
と
、
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
、
少

子
化
は
確
実
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
西
諸
地
域

の
医
療
・
福
祉
を
崩
壊
さ
せ
ず
、
充
実

を
図
る
た
め
に
は
、
こ
の
分
野
に
不
可

欠
の
看
護
職
の
充
足
を
図
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
看
護
師
養
成
校

が
西
諸
地
域
に
必
要
で
あ
る
と
の
機
運

が
高
ま
り
、
平
成
24
年
に
西
諸
２
市
１

町
と
西
諸
医
師
会
が
看
護
師
養
成
校
誘

致
組
織
を
発
足
。
宮
崎
総
合
学
院
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
25
年
に
合
意

に
達
し
、
平
成
27
年
４
月
に
「
小
林
看

護
医
療
専
門
学
校
」
が
西
諸
初
の
専
門

学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

　

看
護
学
科
３
年
制
で
、
一
学
年
の
定

員
40
人
、
現
在
１
０
０
人
以
上
の
学
生

が
講
義
や
実
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
の
開
設
・
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

西
諸
２
市
１
町
と
西
諸
医
師
会
に
、
市

町
修
学
サ
ポ
ー
ト
貸
付
金
、
医
師
会
地

域
は
ぐ
く
み
奨
学
金
、
学
校
用
地
無
償

提
供
お
よ
び
建
設
費
用
一
部
助
成
、
運

営
費
用
一
部
助
成
な
ど
、
多
大
な
援
助

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
元
の
医
療
機
関
、
福
祉

施
設
等
関
係
機
関
、
西
諸
圏
外
の
大
学

や
諸
機
関
に
も
、
学
校
へ
の
講
師
派
遣

や
臨
地
実
習
場
所
の
提
供
等
に
深
い
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
各
方
面

の
ご
協
力
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

今
は
直
接
の
交
流
は
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
感
染
拡
大
が
落
ち
着
い
た
ら
、

今
ま
で
ど
お
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
て

い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
回
目
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
開
校
７
年
目
を
迎
え
る
「
コ
バ
カ

ン
」
の
課
題
は
、
西
諸
地
域
や
そ
れ
ぞ

れ
の
ふ
る
さ
と
で
貢
献
で
き
る
有
能
な

看
護
師
を
育
て
る
こ
と
と
、
卒
業
生
の

地
元
へ
の
定
着
を
推
し
進
め
る
こ
と
で

す
。
そ
の
こ
と
で
、
こ
の
学
校
が
西
諸

の
人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
地
域

創
生
・
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与
で
き

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

西
諸
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と

も
「
コ
バ
カ
ン
」
を
末
永
く
、
温
か
く

そ
し
て
厳
し
く
育
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

諸
地
域
で
は
医
療
人
材
が
不
足

し
て
お
り
、
安
心
で
き
る
医
療

体
制
を
確
保
す
る
に
は
、
地
域
で
看
護

師
を
養
成
し
、
安
定
的
に
人
材
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
諸
地
域
に
は
専
門
学
校
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
の
設
置
が
な
か
っ

た
た
め
、
高
校
卒
業
後
に
西
諸
圏
外
に

進
路
を
求
め
ざ
る
を
得
ず
、
人
口
の
流

出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
行

政
と
西
諸
医
師
会
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
小
林

看
護
医
療
専
門
学
校
を
誘
致
し
、
平
成

27
年
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。

　

コ
バ
カ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
１
０
０

人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
う
ち
74
人

は
西
諸
地
域
の
医
療
現
場
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

西

西
諸
の
創
生
・
活
性
化
へ

地
域
で
育
て
る
医
療
人

看護師養成所の設置が必要と思われますか
（グラフ①）

現在、看護職者は不足していますか
（グラフ②）

　小林市出身。医療法人芳徳会京町
共立病院理事長。鹿児島大学第二内
科勤務を経て、昭和 57 年に京町共
立病院入職。平成 27 年の開校当初
から小林看護医療専門学校校長を務
め、地域医療を支える人材育成に尽
力している。

小林看護医療専門学校
志
し と も と

戸本 宗
む ね の り

德 校長
profile

Interview ～校長先生に話を聞きました～

不足している
68％

どちらともいえない

16 ％

16 ％
充足している

必要とは思わない

必要だと思う

74 ％

8 ％

無回答

4 ％

14 ％

どちらともいえない

地
域
医
療
を
守
る
た
め

関
係
者
が
連
携
し
学
校
を
誘
致

※西諸医師会内調査より（平成 24 年５月実施）

看護師養成に関する調査

『地域で育て、地域に還元する』という地域密
着型の教育をコンセプトに、地域医療を支える
人材を育成している

～地域を支える医療人を育てる～
コバカン
　コバカンの愛称で親しまれる小林看護医療専門学校が平成 27 年に開校さ
れ、まもなく６年。今回は小林市・えびの市・高原町の西諸合同特集として、
西諸地域の医療を支えるコバカンの魅力を紹介します。

西諸合同特集

特集／コバカン～地域医療を支える医療人を育てる～
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　コバカンでは、看護学科３学年の看護学生 124 人（令和２年５月１日現在）が、日々勉強や実習に励
んでいます。看護学生がどのような学校生活を送っているのか、看護学科１年生の澤

さ わ は ら

原翔
しょう

さんの学校生
活をのぞいてみましょう。

実習の時間
９：００

１３：００

午後からは授業

看護学生の１日

ゼミの仲間と
自主的に勉強

７：３０

ゼミでは、少人数に分かれて
専任教員の指導を受けます

今日は実習の日。学生同士で
「足

そ く よ く

浴」（※）の練習をします

午後からは座学で、
基礎をしっかりと学びます

体を動かして
リフレッシュ

１８：００

体を動かすのが好きなので、
ジョギングやトレーニングで
リフレッシュします

看護師への道のり
　「看護師資格」を取得するためには、看護師国家試験に合格する必要があります。ここでは、コバカ
ンを経て看護師として活躍するための道のりを紹介します。

学校卒業後に、西諸地域内の医療機関に３年間従
事する意思のある人向けの貸付金です

年間 110 万円を限度に貸与（無利息）
※左記の奨学金と併用する場合は、 自宅通学の人
は年間 55 万円が限度

■貸与額

■返済
卒業後、5 年以内に返済

西諸市町修学サポート貸付金

学校卒業後に、西諸地域内の医療機関に３年間従
事する意思がある人向けの奨学金です

西諸医師会地域はぐくみ奨学金（返済免除型）

■貸与額
年間 110 万円（３年間 330 万円）を貸与

■返済の免除
卒業後直ちに、貸与を受けた医療機関に看護師と
して維続して３年間勤務することで、全額の返済
を免除

※「部分浴」の一種。皮膚を清潔に保って感染症などを防ぐとともに、足先の血流を改善して血行を良くする効果がある

９：００

１０：４０

１２：１０

１３：００

１４：４０

７：３０

１６：１０

１６：４０

２１：００

２３：００

６：００

下校

４コマ目授業

清掃など

講義の復習、課題学習

１コマ目授業

２コマ目授業

昼休み

３コマ目授業

ゼミの仲間と

自主的に勉強

夕食など

準備・通学

睡眠

睡眠

わたしの学校生活をご紹介します！

看護学科 1 年生

患者さんの気持ちを理解しながら、
笑顔を絶やさず誰からも信頼される
看護師を目指します！

さん澤
さ わ は ら

原 翔
しょう

たくさんの西諸出身の
若者が学んでいます！

全体の４割以上の学生が、西諸圏内の出身者
です。コバカンが設立されたことで、西諸出
身の若者が地元で学び、地元で働くという選
択肢が増えました。

小林市

38人西諸圏外

66 人

高原町

8人
えびの市

12 人

看護大学３年（編入）
保健師養成所
助産師養成所

進学

小林看護医療専門学校

国家試験受験資格
看護学科／３年課程

看護師

看護師国家試験

高校卒業、大学、専門学校、社会人

▼

▼

▼

▼

病院・クリニック、市町村医療センター、訪問看護
ステーション、特別養護老人ホーム、保育園、老人
福祉施設など

卒業後の主な就職先

看護師を目指す学生を応援します
小林市・えびの市・高原町と西諸医師会は

　看護学生が安心して学校生活に専念できるように、小林市・えびの市・高原町の西諸２市１町と西諸
医師会が連携し、奨学金や貸付金で学校生活を応援しています。詳しい内容や申し込み方法については、
事務局に問い合わせください。
●問＝西諸地域奨学金等運営協議会事務局　℡ 27-3075

特集／コバカン～地域医療を支える医療人を育てる～
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「
病
院
の
窓
口
で
患
者
さ
ん
の
容
体

が
急
変
し
て
も
看
護
師
さ
ん
に
委
ね
る

こ
と
し
か
で
き
ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を

し
て
い
ま
し
た
」。

　

小
林
市
立
病
院
に
勤
務
す
る
小こ

ば
や
し林

愛ま
な
み実
さ
ん
は
、
以
前
は
医
療
事
務
と
し

て
病
院
の
窓
口
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、
も
っ
と
患
者
さ
ん
に
寄
り
添

い
た
い
と
小
林
看
護
医
療
専
門
学
校
を

経
て
看
護
師
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
教
科
書

で
な
ら
っ
た
と
お
り
の
病
気
の
症
状
が

出
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
複
数
の
疾

患
が
あ
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
」。

　

患
者
に
よ
っ
て
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

病
態
や
症
状
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
、
毎
日
勉
強
の
日
々
だ
と
話
す
小
林

さ
ん
。

　

大
変
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、

「
重
症
で
入
院
し
た
患
者
さ
ん
が
回
復

し
て
無
事
に
笑
顔
で
退
院
し
て
い
く
の

を
見
た
り
、『
あ
り
が
と
う
』
と
言
っ

て
も
ら
え
た
と
き
に
、
看
護
師
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
と
実
感
す
る
」
と
話
し
ま

す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
患
者
の
家
族
で
あ
っ
て

も
原
則
面
会
で
き
な
い
日
々
が
続
き
、

手
術
の
前
後
な
ど
に
不
安
を
抱
え
る
入

院
患
者
も
多
く
い
ま
す
。

「
少
し
話
を
す
る
だ
け
で
も
、
患
者

さ
ん
が
笑
顔
に
な
っ
た
り
、
安
心
し
た

と
言
っ
て
も
ら
え
ま
す
」。

入
院
患
者
だ
け
で
な
く
、
不
安
を
抱

え
る
家
族
に
対
し
て
も
、
間
に
入
っ
て

患
者
の
様
子
を
伝
え
る
な
ど
し
て
心
を

配
っ
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
で
は
、『
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
個
別
性
を
大
切
に
す
る
』
こ

と
を
学
ん
だ
と
話
す
小
林
さ
ん
。

　
「
同
じ
疾
患
の
患
者
さ
ん
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
性
格
や
生
活
環
境
が
違
い
ま

す
。
退
院
後
に
ス
ム
ー
ズ
に
元
の
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
入
院
前
の
生
活
状
況
を
事
前
に

把
握
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」。

看
護
師
と
な
っ
て
ま
も
な
く
４
年

目
。
専
門
学
校
で
学
ん
だ
、『
一
人
ひ

と
り
の
個
別
性
を
大
切
に
す
る
』
と
い

う
教
え
を
胸
に
、
小
林
さ
ん
は
今
日
も

患
者
さ
ん
と
向
き
合
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

　
個
別
性
を
大
切
に
し
た
看
護
を

㊤上司や同僚に支えられながら充実した毎日を送っていま
す㊦趣味の旅行で行った阿蘇の風景。コロナ禍のため、現
在は行きたい場所を調べて旅行気分を味わっています

小林看護医療専門学校卒業生（１期生）
小林市立病院　看護師

小
こ ば や し

林 愛
ま な み

実 さん

Interview ～現役看護師に話を聞きました～

看護師という職業は、人々の健康を守り、社会に貢献できるや
りがいのある仕事です。私は専門職として看護師の仕事を誇りに思
っています。みなさんも一緒に、地域医療を支えていきませんか。

これから看護師を目指すみなさんへ

小林看護医療専門学校　看護学科１年

足
あ し か が

利 さくら さん

勉強や実習は大変ですが、それ以上に分からなかったことが分
かるようになったり、患者さんから「ありがとう」、「がんばってね」
と声をかけてもらえたときの達成感や喜びは他の何物にも代えられ
ません。私たちと一緒にコバカンで学んでみませんか。

Interview ～看護学生に話を聞きました～

これから看護師を目指すみなさんへ

　
「
そ
の
看
護
師
さ
ん
は
言
葉
の
一
つ

ひ
と
つ
が
丁
寧
で
、
一
生
懸
命
看
護
し

て
い
る
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
」。

　

小
林
看
護
医
療
専
門
学
校
に
通
う

足あ
し
か
が利

さ
く
ら
さ
ん
が
看
護
師
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
中
学
２
年
生
の

と
き
の
母
親
の
入
院
・
手
術
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　

入
院
が
長
期
に
わ
た
り
、
日
々
不
安

が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
足
利
さ
ん
の

心
の
支
え
に
な
っ
た
の
が
、
母
の
療
養

生
活
を
担
当
し
て
く
れ
た
看
護
師
の
存

在
。

　
「
母
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
も
気

に
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
た
く
さ
ん
優

し
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
」。

　

看
護
師
は
患
者
だ
け
で
な
く
家
族
も

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
知
り
、
看
護

師
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
看
護
学
科
の
１
年
生
。
友
人

た
ち
と
同
じ
教
室
で
一
緒
に
看
護
師
を

目
指
す
日
々
が
楽
し
い
と
話
す
一
方

で
、
12
月
に
初
め
て
経
験
し
た
臨
地
実

習
（
病
院
で
行
う
実
習
）
で
は
苦
労
の

連
続
だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　

実
習
の
１
か
月
前
か
ら
、
放
課
後
に

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
練
習
を
重
ね
る
な

ど
準
備
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、「
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
自
分
が
実
習
に
行

っ
て
大
丈
夫
な
の
か
な
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
」
と
足
利
さ
ん
。

　
「
実
際
に
患
者
さ
ん
と
接
す
る
の
と
、

学
校
で
患
者
役
の
学
生
に
接
す
る
学
内

実
習
は
全
く
違
っ
て
い
て
、
上
手
く
い

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。

　

し
か
し
、
実
際
に
患
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
看
護
を
実

践
し
て
い
く
な
か
で
、「『
あ
り
が
と

う
』
や
『
が
ん
ば
っ
て
ね
』
と
い
う
温

か
い
言
葉
を
皆
さ
ん
が
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
し
、
看

護
師
を
目
指
し
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い

ま
し
た
」
と
実
習
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

母
親
の
入
院
生
活
を
支
え
て
く
れ
た

看
護
師
の
よ
う
に
、「
患
者
さ
ん
本
人

だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
を
支
え
ら
れ

る
よ
う
な
看
護
師
」
に
な
り
た
い
と
、

勉
強
と
実
習
に
励
む
足
利
さ
ん
。

　

看
護
師
と
し
て
経
験
を
積
み
、
将
来

は
、「
一
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な
命
を
次

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
助
産
師
を

目
指
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

　
家
族
に
も
寄
り
添
え
る
看
護
師
へ

㊤学内実習を受ける足利さん㊦休日や夕方の時間は趣味の
裁縫で息抜き。お守りやマスコットを作って友人にプレゼ
ントしたりしています

特集／コバカン～地域医療を支える医療人を育てる～
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Ｔopicsこばやし
トピックス

　市民がいつまでも健康で幸せに暮らせる「健幸
のまちづくり」を進める市では、連携企業が持つ
知見やネットワークを市民の健康づくりに活かす
ことを目的として、２社と健康増進に関する連携
協定を締結しました。

◆大塚製薬株式会社（１月 13 日締結）
　熱中症予防や生活習慣病改善の啓発チラシ発
行、健康づくりや介護予防に関するセミナーの実
施、災害時の物資提供などについて、今後連携し
て取り組みます。

◆明治安田生命保険相互会社（２月４日締結）
　健診・がん検診の受診率向上に向けた周知活動、
市が実施する健康事業への参加、市主催イベント
時の血圧・血管年齢測定などについて、今後連携
して取り組みます。また、コロナ禍で奮闘する地
域社会を支援することを目的とした「地元の元気
応援寄附」の贈呈式も同日行われました。

企業の持つ知識・ネットワークを活用して「健幸のまちづくり」を推進

社会福祉の功労者へ野尻地区民児
協が厚生労働大臣表彰を受章
　２月 4 日、小林市野尻地区民生委員児童委員協
議会（𠮷

よしわき

脇辰
た つ お

男地区会長）が、民生委員優良活動
団体として厚生労働大臣表彰を受章したことを市
長に報告しました。𠮷脇地区会長は「地域の皆さ
まのご協力あっての受章と感謝します。今後も地
域に愛される民児協として、社会奉仕の精神を大
切にしていきます」と感想を話しました。

活動機能強化のための活動マニュアルや委員とその役割の広報活動などが組
織的かつ自主的な取り組みであり、模範的な活動であると評価されました

　２月９日、小林ライ
オ ン ズ ク ラ ブ（ 梅

う め も と

本
孝
た か し

司会長）が新入学生
用のランドセルカバー
を寄贈しました。同ク
ラブが 40 年続けている事業。梅本会長は「新１
年生が元気に、安全に登校できるようドライバー
は運転時注意して欲しい」と想いを述べました。

ライオンズクラブ寄贈

　１月 30 日、国指定の
天然記念物「エヒメア
ヤメ」自生地で野焼き
が行われました。当日
は「エヒメアヤメを守
り育てる会」（大

お お ぞ の

薗良
りょういち

一会長）の会員および協力
団体、関係者など約 60 人が参加。自生環境の整
備を行い、３月～４月の開花時期に備えました。

開花時期を前に自生地を野焼き

写真㊤）大塚製薬株式会社熊本支店 石
い し だ

田清
きよし

 支店長
写真㊦）明治安田生命保険相互会社宮崎支社 小

こ じ ま

島啓
け い

 支社長

ふるさとの魅力を考えるオンラインイベント初開催！

西諸地域の魅力を再発見し、ふるさとについて
考えてもらうきっかけに。２月６日、西諸地

域出身の 30 歳前後の人を対象にした「にしもろ２
分の３成人式」が WEB 会議システム「Z

ズ ー ム

oom」を
利用してオンラインで開催されました。
　イベントは、西諸２市１町の若手職員で構成する
実行委員会が県内で初めて企画し、県内外の若者約

30 人が参加。西諸地域で活躍する U ターン・I ター
ン者のトークセッションや、西諸にまつわるご当地
クイズなどで、ふるさとの今を紹介しました。
　参加した鹿児島県在住の押

お し か わ

川公
こ う せ い

成さんは「コロナ
禍で人と会えず寂しさを感じていましたが、イベン
トで人の温かさを感じることができました。機会が
あればまた参加したい」と話していました。

ANA 客室乗務員がシティセールス
プロモーターとして着任
　２月１日、市と連携してシティセールス等推進
事業に取り組む株式会社 ANA 総合研究所の外

と や ま

山
玲

れ な

奈さんが「シティセールスプロモーター」とし
て着任しました。
　地域と地場産品の魅力を再発掘して磨き上げを
行うことで、地域のブランド力向上と地場産品の
流通量を拡大させることなどが目的。全日本空輸
株式会社（ANA）の客室乗務員でもある外山さ
んは、各地の名産品に対する関心が高く、地方創
生への取り組みを希望していたことから今回の着
任につながりました。
　外山さんは「小林の魅力・いいものを発信する
ため頑張っていきます」と抱負を話していました。

◀ SNS を活用して小林
の魅力を発信をしていき
ます（㊧フェイスブック
QR コード㊨インスタグ
ラム QR コード）
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【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

２０２１年　３　月１日号ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０２１年　３　月１日号

　

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
ラ
イ
フ

ス
コ
ラ
生
き
が
い
学
級
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
小
林
・
須
木
・
野

尻
地
区
の
学
級
ご
と
に
開
催
し
ま

す
。

◆
対
象

　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
人

◆
学
習
内
容

　

社
会
・
家
庭
、
健
康
・
安
全
管

理
、
福
祉
制
度
、
市
内
外
の
施
設

見
学
な
ど

◆
開
設
期
間
・
時
間

▼
小
林
地
区

　

令
和
３
年
５
月
～
令
和
４
年
２

月
（
年
10
回
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
須
木
地
区

　

令
和
３
年
５
月
～
12
月
（
年
６

回
程
度
）

　

10
時
～
11
時
30
分

▼
野
尻
地
区

　

令
和
３
年
５
月
～
令
和
４
年
３

月
（
年
８
回
程
度
）

　

13
時
30
分
～
15
時

※
合
同
開
催
行
事
な
ど
別
途
計
画

あ
り

◆
開
設
場
所

・
中
央
学
級
（
中
央
公
民
館
）
／

三
松
学
級
（
小
林
市
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
）／
西
小
林
学
級（
Ｊ

Ａ
こ
ば
や
し
西
支
所
）
／
細
野
学

級
（
細
野
１
区
自
治
会
公
民
館
）

／
永
田
町
学
級
（
永
田
町
教
育
集

会
所
）
／
須
木
生
き
が
い
学
級

（
須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

／
三
ケ
野
山
学
級
（
野
尻
町
い
き

い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
／
東

麓
学
級
（
野
尻
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
）
／
紙
屋
学
級
（
紙
屋

老
人
福
祉
館
や
す
ら
ぎ
荘
）

◆
申
込
期
間

　

令
和
３
年
２
月
か
ら
随
時

※
年
度
途
中
の
申
し
込
み
も
可
能

◆
申
込
方
法

　

担
当
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
は
、
各
学
級
長
・

各
地
区
の
友
愛
ク
ラ
ブ
会
長
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

（
小
林
地
区
）

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

（
須
木
地
区
）

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

（
野
尻
地
区
）

・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
高
校
や
大
学
な
ど
へ
修

学
の
た
め
転
出
す
る
場
合
、
特
例

に
よ
り
引
き
続
き
小
林
市
の
国
民

健
康
保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
該

当
者
は
期
限
内
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
進
学
の
た
め
転
出
す
る
場
合

　

届
出
に
よ
り
引
き
続
き
小
林
市

の
国
民
健
康
保
険
証
を
利
用
で
き

ま
す
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
本
人
と
世
帯

主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き

る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）、
卒
業
証

明
書
ま
た
は
卒
業
証
書
、
進
学
後

の
在
学
証
明
書
（
４
月
１
日
以
降

に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
ま
た
は
学

生
証
明
書
の
写
し
。

②
在
学
中
で
特
例
と
し
て
小
林
市

の
国
保
の
保
険
証
を
利
用
し
て
い

る
場
合

　

毎
年
、
進
級
ご
と
に
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
本
人
と
世
帯

主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
で
き

る
書
類
、
在
学
証
明
書
（
４
月
１

日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
ま

た
は
学
生
証
明
書
の
写
し

③
②
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
今
回

卒
業
（
就
職
）
す
る
場
合

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
本
人
と
世
帯

主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
で
き

る
書
類
、
職
場
で
交
付
さ
れ
た
健

康
保
険
証
（
持
っ
て
い
る
場
合
）、

卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書

◆
注
意
事
項

　

勤
労
学
生
な
ど
、
特
例
に
該
当

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
場
所

　

ほ
け
ん
課
、
須
木
庁
舎
住
民
生

活
課
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

◆
受
付
期
限

　

令
和
３
年
５
月
31
日
（
月
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
８
時
30
分
～
17

時
15
分　

※
祝
日
を
除
く

●
申
・
問

・
ほ
け
ん
課
（
給
付
グ
ル
ー
プ
）

　

℡
23
‐
０
１
１
６

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

な
ど
で
作
ら
れ
た
製
品
を
展
示
・

販
売
し
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理

解
促
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
し
ょ

っ
ぷ
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場

く
だ
さ
い
。

◆
日
程

　

３
月
18
日
（
木
曜
）

　

10
時
～
13
時

※
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

◆
場
所　

市
役
所
本
館

　
（
１
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
）

◆
展
示
・
販
売
商
品

　

ク
ッ
キ
ー
、
パ
ン
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
季
節
の
野
菜
・
果
物
、
加

工
食
品
、
手
工
芸
品
、
木
工
品
な

ど●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

引
越
し
な
ど
の
多
い
３
月
末
か

ら
４
月
初
め
に
か
け
て
、
休
日
や

時
間
外
に
臨
時
的
に
窓
口
業
務
を

行
い
ま
す
。

●
問
・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
１
２

　

市
が
行
う
業
務
（
建
設
工
事
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
役

務
）
に
競
争
入
札
を
希
望
す
る
業

者
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

希
望
す
る
業
者
は
必
ず
申
請
書
を

提
出
く
だ
さ
い
。
資
格
者
名
簿
に

登
載
し
て
い
な
い
と
受
注
な
ど
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
木
曜
）

　

～
30
日
（
金
曜
）

※
郵
送
は
30
日
必
着

◆
有
効
期
間

　

令
和
３
年
７
月
１
日

　

～
令
和
５
年
６
月
30
日

◆
申
請
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書

を
取
得
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
く

だ
さ
い
。

◆
申
請
書
提
出
先

　

財
政
課
契
約
管
理
グ
ル
ー
プ

（
第
２
別
館
２
階
）

●
申
・
問

・
財
政
課

　

℡
23
‐
８
１
２
４

　

市
が
行
う
小
規
模
の
工
事
、
修

繕
な
ど
の
受
注
を
希
望
す
る
業
者

は
資
格
者
名
簿
へ
の
登
載
が
必
要

で
す
。
名
簿
に
記
載
し
て
い
な
い

と
受
注
な
ど
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
書
を

提
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
月
曜
）
か
ら
随
時

◆
有
効
年
度

　

令
和
３
・
４
年
度
（
令
和
３
年

4
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31

日
）

◆
申
請
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書

を
取
得
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
く

だ
さ
い
。

◆
申
請
書
提
出
先

　

財
政
課
契
約
管
理
グ
ル
ー
プ

（
第
２
別
館
２
階
）

●
申
・
問

・
財
政
課

　

℡
23
‐
８
１
２
４

　

令
和
２
年
度
公
共
下
水
道
の
一

部
供
用
と
下
水
処
理
を
開
始
す
る

に
あ
た
り
、
関
係
書
類
を
縦
覧
で

き
ま
す
。

◆
供
用
開
始
区
域

・
真
方
字
因
幡
塚
の
一
部

・
真
方
字
上
ノ
馬
場
の
一
部

◆
供
用
開
始
日

　

３
月
31
日
（
水
曜
）

◆
縦
覧
期
間

　

３
月
12
日
（
金
曜
）

　

～
25
日
（
木
曜
）

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
９
時
～
17

時◆
場
所　

上
下
水
道
課

●
問

・
上
下
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
１
２

　

猫
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。猫
を
飼
う
に
は
、

周
り
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
さ
な

い
飼
い
主
の
心
く
ば
り
と
、
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
室
内
飼
育
を
す
る

　

環
境
を
整
え
れ
ば
、
室
内
だ
け

で
心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
室
内
外
の
出
入

り
を
自
由
に
し
て
い
る
と
フ
ン
・

尿
な
ど
の
悪
臭
、
鳴
き
声
、
花
壇

を
荒
ら
す
な
ど
近
所
へ
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
な
い

　

野
良
猫
に
む
や
み
に
餌
を
与
え

る
と
、
そ
の
場
所
が
繁
殖
の
場
と

な
り
さ
ら
に
猫
が
増
え
ま
す
。
猫

が
増
え
る
と
縄
張
り
争
い
や
交
通

事
故
、
病
気
に
か
か
る
リ
ス
ク
も

増
え
、
結
果
的
に
不
幸
な
猫
が
増

え
て
し
ま
う
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
餌
を
あ
げ
な
け
れ
ば
、
猫
は

そ
の
場
所
か
ら
離
れ
ま
す
。
特
に

置
き
餌
は
衛
生
的
に
も
良
く
な
い

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
飼
い
主
の
責
任
を
自
覚
す
る

　

猫
の
殺
傷
は
も
ち
ろ
ん
、
子
猫

を
捨
て
る
行
為
、
必
要
な
餌
を
与

え
な
い
な
ど
の
行
為
は
動
物
愛
護

法
第
44
条
に
よ
り
禁
止
さ
れ
、
懲

役
ま
た
は
罰
金
刑
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
飼
い
主
に
は
大
き
な
責
任
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

●
問

・
生
活
環
境
課

　

℡
23
‐
８
１
２
２

・
小
林
保
健
所
衛
生
環
境
課

　

℡
23
‐
３
１
１
８

案　

内

令
和
３
・
４
年
度
の

小
規
模
工
事
等
契
約

希
望
者
の
登
録
受
付

３
月
末
・
４
月
初
め
の

時
間
外
窓
口
開
庁
日

令
和
３
・
４
年
度
の

競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付

公
共
下
水
道
の

一
部
供
用
開
始
の
縦
覧

◆窓口開庁日程
日　程

3 月 25 日（木曜）
　～ 26 日（金曜）
3 月 27 日（土曜）
3 月 28 日（日曜）
3 月 29 日（月曜）
　～４月 2 日（金曜）
４月３日（土曜）
　～４日（日曜）

時　間

８時 30 分～ 19 時

8 時 30 分
　～ 17 時 15 分

8 時 30 分～ 19 時

8 時 30 分
　～ 17 時 15 分

開庁する窓口

市民課、子育て支援課、学校教育課

市民課、上下水道課、
市民課、学校教育課、上下水道課

市民課、子育て支援課、学校教育課

市民課、上下水道課

猫
は
責
任
を
も
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

ラ
イ
フ
ス
コ
ラ
生
き
が

い
学
級
生
募
集

講
座
・
催
し

修
学
の
た
め
市
外
転
出

す
る
学
生
の
国
保

保
健
・
福
祉

第
39
回
福
祉
し
ょ
っ
ぷ

Ｅ
ｍ
ｉ
‐
Ａ
ｓ
ｕ
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県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
、
業

種
の
企
業
約
80
社
が
参
加
し
ま

す
。
学
生
ま
た
は
そ
の
保
護
者
で

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時

　

３
月
19
日
（
金
曜
）

・
受
付　

12
時
～
15
時
30
分

・
企
業
ア
ピ
ー
ル　

13
時
～
16
時

◆
場
所

　

シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
４
階
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ー

ル
）

◆
対
象

・
令
和
３
年
３
月
大
学
等
も
し
く

は
高
校
卒
業
予
定
者

・
令
和
４
年
３
月
以
降
大
学
等
卒

業
予
定
者
（
大
学
１
～
３
年
生
）

・
一
般
求
職
者
（
職
業
訓
練
生
）

・
保
護
者
お
よ
び
学
校
関
係
者

◆
そ
の
他

　

参
加
費
無
料
。
履
歴
書
不
要
。

事
前
申
込
不
要
。

●
問

・
宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

　

℡
０
９
８
５
‐
38
‐
８
８
２
３

　

宮
崎
地
方
気
象
台
の
「
天
気
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
」
の
受
付
時

間
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
変
更
日

　

令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
曜
）

◆
電
話

　

０
９
８
５
‐
25
‐
４
０
３
１

◆
受
付
時
間

　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

◆
そ
の
他

　

夜
間
・
休
日
は
、
自
動
音
声
に

よ
る
気
象
情
報
（
０
９
８
５
‐
25

‐
４
０
３
２
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問

・
宮
崎
地
方
気
象
台

　

℡
０
９
８
５
‐
25
‐
４
０
３
２

　

障
害
者
雇
用
率
制
度
に
基
づ

き
、令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
曜
）

か
ら
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

◆
留
意
点

　

今
回
の
変
更
に
伴
い
、
民
間
企

業
の
事
業
主
の
範
囲
が
、
従
業
員

「
45
・
５
人
以
上
」
か
ら
「
43
・

５
人
以
上
」
に
変
わ
り
、
そ
の
事

業
主
に
は
報
告
な
ど
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。

※
障
が
い
者
の
雇
用
に
活
用
で
き

る
支
援
費
制
度
な
ど
、
詳
し
く
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

●
問

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　

℡
23
‐
２
１
７
１

　

令
和
３
年
度
自
衛
官
等
募
集
を

行
い
ま
す
。

◆
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

▼
資
格

　
（
一
般
）
18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
（
技
能
）
18
歳
以
上
で
各
種
国

　

家
免
許
資
格
を
有
す
る
55
歳
未

　

満
▼
受
付
期
限　

４
月
９
日（
金
曜
）

▼
試
験
日

　

４
月
17
日（
土
曜
）～
21
日（
水

　

曜
）
の
い
ず
れ
か
１
日
予
定

※
一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ

た
自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備
自

衛
官
」
と
し
て
公
募
・
採
用
し
、

教
育
訓
練
終
了
後
、「
予
備
自
衛

官
」と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

◆
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

▼
資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満

▼
受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
月
曜
）

　

～
４
月
28
日
（
水
曜
）

▼
試
験
日

　

５
月
８
日
（
土
曜
）・
９
日
（
日

曜
）
予
定

◆
一
般
曹
候
補
生

▼
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

※
32
歳
の
人
は
採
用
予
定
月
の
末

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人

▼
受
付

　

３
月
１
日
（
月
曜
）

　

～
５
月
11
日
（
火
曜
）

▼
試
験
日

　

５
月
21
日（
金
曜
）～
30
日（
日

　

曜
）
の
い
ず
れ
か
１
日
予
定

●
申
・
問

・
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
小

林
地
域
事
務
所

　

℡
22
‐
５
２
５
４

小
林
法
務
合
同
庁
舎
２
階

火災・救急発生状況
種別

+1建物 １ 1

　+1林野 １ １

　± 0車両 ０ 0

　+4その他 ４ 4

救急 163 163 － 19

昨年累計1 月

交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

10 10

54 54

0 0

10 10

198 （昨年同月比　－ 64）

－ 9

－ 11

－ 12

± 0

種別 昨年累計1 月

人のうごき（小林市の人口）

19，611 世帯

人口
男

女

43，145 人
19，969 人

23，176 人

（－ 10、－ 52）

（－ 48、－ 687）
（－ 19、－ 298）

（－ 29、－ 389）

令和３年 2 月１日現在現住人口　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の
転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映

２０２１年　３　月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０２１年　３　月１日号

宮
崎
地
方
気
象
台
の

問
い
合
わ
せ
時
間
変
更

２
０
２
１
み
や
ざ
き

春
の
就
職
応
援
フ
ェ
ア

令
和
３
年
度

自
衛
官
等
募
集

そ　

の　

他

障
が
い
者
の
法
定
雇
用

率
引
き
上
げ
に
つ
い
て

◆法定雇用率

民間企業

国、地方自治体

現　行

２．２㌫

２．５㌫

２．４㌫

変更後

２．３㌫

２．６㌫

２．５㌫都道府県等の
教育委員会

　

毎
年
３
月
に
開
催
し
て
い
る
、

「
ま
き
ば
の
桜
ま
つ
り
」
と
「
の

じ
り
こ
ぴ
あ
桜
ま
つ
り
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
各
事
務
局
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ま
き
ば
の
桜
ま
つ
り

●
問
・
市
観
光
協
会

　

℡
22
‐
８
６
８
４

◆
の
じ
り
こ
ぴ
あ
桜
ま
つ
り

●
問
・
の
じ
り
こ
ぴ
あ

　

℡
44
‐
３
０
０
０

　

な
お
、
会
場
は
開
放
し
て
い
ま

す
が
、
観
覧
の
際
は
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
観
覧
時
の
注
意
点

・
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の
感
染
症

予
防
対
策
の
徹
底

・
長
時
間
滞
在
し
て
の
飲
食
を
伴

う
宴
会
の
自
粛

・
体
調
が
悪
い
人
の
来
場
自
粛

・
指
定
駐
車
場
以
外
へ
の
駐
車
禁

止
（
路
上
駐
車
禁
止
）

※
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、「
ま
き

ば
演
芸
場
」、「
の
じ
り
こ
ぴ
あ
」

を
利
用
く
だ
さ
い

●
問
・
商
工
観
光
課

　

℡
23
‐
１
１
７
４

催
し
・
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
に
つ
い
て

　音訳ボランティア団体「小林朗読友の会」では、視覚障がい者の
方に「広報こばやし」、「お知らせ」、「はなみずき（議会だより）」
などを音訳したＣＤを制作し、郵送しています。
　家族、知人、友人で視覚障がいの方がいましたらＣＤの利用を勧
めていただき、ぜひご利用ください。
●問・社会福祉協議会　℡ 23‐３４６６

広報紙などの音訳 CD を利用しませんか その請求は架空請求かも！
身に覚えのない請求や裁判所の通知で
おかしいな？と思ったらまず相談

または西諸地域相談窓口　℡ 23‐1179

消費者
ホットライン１８８☎

新型コロナウイルス感染症関連情報

会食は「みやざきモデル」で感染予防
み
や
ざ
き
も
で
ル

っつの密（密集・密接・密閉）を避けて

めよう大声、大人数、長時間　静かなマスク会食を

せきは間隔を空けて

れいに手指消毒

りつけは小皿で一人ひとり

んわ連絡先をお店に告げて

ール、ガイドライン遵守のお店を利用しましょう
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くらし　９月 10 日～ 10 月 9 日

　リサイクル日程　

区・組 （曜日）

区
３
月

４
月

水流迫、東方 1・2 2 1
真方１・２・３ 3 2

南西２・３、通り町 4 5
南西１の西、南西４

本町、新生町
5 6

南西１の東、
種子田

8 7

北西１・３、緑町 9 8
北西２、坂元 10 9

西町１・２・３ 11 12
永田町、後川内 12 13

南島田 11 12
仲町 12 13

細野 2・３ 15 14
南真方 15 14

細野１、南真方西 16 15
南真方東、

上町、上町西
17 22

上町中、上町東、
上町北

25 23

西堤、南堤 26 27
北堤 30 28

野尻地区
（第 3 日曜）

21 18

須木地区
（第４日曜）

28 25

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く）

9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 3 月 18 日（木） 受付 12：30 ～ 13：15

1 歳 6 か月健康診査 4 月 1 日（木）   受付 12：30 ～ 13：15

３歳児健康診査 3 月 11 日（木）

キッズフロア 4 月 7 日（水） 受付 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング

3 月 17 日（水）

離乳初期・受付（要予約）
13：15 ～ 13：30

離乳中後期・受付（要予約）
14：30 ～ 14：45

４月 21 日（水）

離乳初期・受付（要予約）
13：15 ～ 13：30

離乳中後期・受付（要予約）
14：30 ～ 14：45

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 ３月 ４月

野尻町保健福祉センター 23 日（火）、30 日（火） 6 日（火）

今月の　これは何ごみ？

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

※個別に案内していますの
で詳しくは問合せください

くらし　３月 10 日～４月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

3

16 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：00

23 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

4

1 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

6 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考

休日納付・納税相談窓口 ３月 21 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 ３月 18 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 14：40 予約 : 都城年金事務所

※年金移動相談は、感染症予防のため休止になる場合があります。事前に都城年金事務所（℡ 0986-23-2571）に確認ください　

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　９：00 ～ 17：00

　　受付開始日  3 月 10 日（水）

　　受付締切日  3 月 16 日（火）

◆こころの電話相談

毎週月曜　20：00 ～ 22：00

●問：NPO 法人こばやしハートム

☎27-1850

◆宮崎いのちの電話（年中無休）
日・月・水・金  21：00 ～（翌朝）4：00
火・木・土　　　18：00 ～（翌朝）4：00
●問：NPO 法人宮崎いのちの電話

☎ 0570-7
ナ ヤ ミ

83-5
コ コ ロ

56

ひとりで悩まずお話しください

　その他のイベント
◆二原遺跡公園公開日
　３月 21 日（日）
　9：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
３月 25 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

※参加希望者は事前に問合せください

「ラップ、チューブ、小袋類」
（答えは左のページ）

　これは何ごみ？答え　

　『燃やすごみ』になります。
ただし、中身がきれいなもの
や、洗うなどしてきれいにし
たものは「プラスチック製容
器包装」で出してください。

●問＝生活環境課
　℡ 23‐8122

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください

月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

３

14 日
槇内視鏡内科医院 22‐2819

整形外科フレンドクリニック 22‐3132

20 土 柊山医院 22‐2503

21 日
堀胃腸科外科医院 23‐3988

押川病院 44‐1005

28 日
小林泌尿器科クリニック 25‐0505

整形外科前原病院 23‐1711

４ ４ 日

池田病院 23‐3535

小林保養院 22‐2836

よしむら循環器内科クリニック 27‐3339フェイスブック ツイッター

「よかとこ小林市」で検索

　市公式 SNS
　公式フェイスブック・公式
ツイッターでも、まちの話題
や役立つ情報を発信中。

　　受付開始日  ４月 9 日（金）

　　受付締切日  ４月 15 日（木）

3
月

4
月

●健康相談
「健診結果が気になる」「食事のことが知りたい」「どんな運動をすればいいか」など、
健康について気になることを気軽に相談ください。

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

健康相談 小林市保健センター 8：30 ～ 17：15

３
11 木

まちの保健室 テナムビル２階
交流スペース 13：30 ～ 15：3025 木

4 8 木

平日（祝日除く）

※「まちの保健室」は、感染症の状況によっては中止になる場合があります
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■学校教育課℡ 23‐0424　■社会教育課 ℡ 22‐7912

　

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
は
、
も
と
も
と

シ
ベ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
大
陸

系
の
植
物
で
、
寒
冷
な
気
候
を
好

む
希
少
植
物
で
す
。
日
本
で
は
西

日
本
の
数
箇
所
で
自
生
が
確
認
さ

れ
て
い
て
、
小
林
市
で
自
生
す
る

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
は
そ
の
中
で
も
一

番
の
南
限
地
に
あ
た
り
ま
す
。

　

花
丈
は
約
10
セ
ン
チ
、
花
の
色

に
は
薄
い
も
の
か
ら
濃
い
青
紫
ま

で
の
変
異
が
あ
り
美
し
く
、
そ
の

小
さ
く
可
憐
な
姿
か
ら
「
一
寸
ア

ヤ
メ
」「
誰
故
草
」
な
ど
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
が
見
頃
で
す
。
ま
た
、

毎
年
見
頃
に
な
る
と
『
エ
ヒ
メ
ア

ヤ
メ
ま
つ
り
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
内
で
は
小
林
市
に
し
か
自
生
し

て
い
な
い
植
物
で
す
。
小
さ
く
可

憐
で
貴
重
な
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
を
見

て
、
春
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

国
指
定
天
然
記
念
物

「
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
」

ま
も
な
く
開
花

■企画政策課 ℡ 23-0456

このコーナーでは、市内８地区で設立された
「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

きずな協働体通信

　

紙
屋
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
っ
て
い
る
「
紙
屋
一
徳
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
有
志
な
ど
で
設

立
し
た
「
紙
屋
地
区
有
志
会
」
の

活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
12
月
６
日
、
遊
学
の
森
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊
や
㈱
光
洋
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
国
道
沿
い
に
カ
ワ
ヅ

ザ
ク
ラ
と
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
そ

れ
ぞ
れ
30
本
植
樹
し
ま
し
た
。
ま

た
、
沿
道
美
化
を
兼
ね
て
歩
道
沿

い
に
木
綿
の
防
草
シ
ー
ト
を
張
り

通
学
路
の
安
全
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
植
樹
木
に
は
麻
シ
ー
ト
を

張
っ
て
草
や
竹
の
繁
茂
を
抑
制
し

ま
し
た
。今
回
の
植
樹
に
よ
っ
て
、

萩
の
茶
屋
近
辺
で
は
１
月
の
カ
ワ

ヅ
ザ
ク
ラ
か
ら
５
月
の
ヤ
エ
ザ
ク

ラ
ま
で
長
い
間
サ
ク
ラ
の
花
を
観

賞
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

紙屋地区に桜を植えました！
輝け

フロンティアのじり

　

11
月
７
日
早
朝
、
南
小
学
校
校

庭
に
宮
崎
大
学
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

大
き
な
気
球
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
お
は
よ
う
霧
島
熱
気
球
搭
乗

体
験
」
と
銘
打
っ
て
南
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
規
模
縮
小
と

な
る
中
、
子
ど
も
達
に
「
特
別
な

思
い
を
」
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

上
空
20
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で

上
昇
す
る
と
、
校
庭
に
い
た
児
童

や
小
学
校
の
校
舎
が
小
さ
く
見
え

ま
す
。
東
に
は
小
林
駅
が
見
え
、

南
に
は
霧
島
連
山
が
雲
に
隠
れ
つ

つ
も
大
き
く
見
え
ま
し
た
。

街並みも上空から見渡すことができ
子ども達は自分の家を見つけることができたかもしれません

３分間の空の旅　熱気球搭乗体験

　

区
・
組
は
、
同
じ
地
域
の
住
民
が

自
主
的
に
運
営
す
る
最
も
身
近
な
組

織
で
、
お
互
い
の
助
け
合
い
の
心
か

ら
生
ま
れ
た
組
織
で
す
。

　

日
頃
の
活
動
や
交
流
を
通
じ
て
連

帯
感
を
深
め
、
共
通
の
課
題
を
み
ん

な
で
協
力
し
て
解
決
す
る
役
割
も
担

っ
て
い
ま
す
。

【
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？
】

◆
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

　

防
犯
灯
の
設
置
維
持
、
自
主
防
災

活
動
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
な
ど

◆
地
域
環
境
の
整
備
や
美
化
活
動

　

ご
み
集
積
所
の
管
理
、
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
、
道
路
の
清
掃
・
美
化
な
ど

◆
地
域
の
ふ
れ
あ
い
創
出

　

運
動
会
、
敬
老
会
、
社
会
福
祉
活

動
な
ど

◆
情
報
伝
達
と
関
係
機
関
と
の
連
携

　

広
報
紙
な
ど
の
回
覧
や
行
政
等
と

の
連
絡
調
整
な
ど

【
加
入
す
る
方
法
は
？
】

　

加
入
方
法
や
区
費
・
組
費
な
ど
で

分
か
ら
な
い
こ
と
は
最
寄
の
区
長
・

組
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
住
い
の
地
域
の
区
長
は
、
企
画

政
策
課
で
確
認
で
き
ま
す
。

３月～４月は自治会加入促進月間です

桜の開花が楽しみですね

南校区

まちづくり協議会

授業論文表彰式は各学校、小林市議会議場、宮崎大学をオンラインでつないで行われました。
一席、二席については、授業者が解説した音声と授業風景を１０分間の動画にまとめ、当日はその動画
を各会場で視聴しました。また、西小林中学校区の小中一貫教育実践発表や、小林市教育研究センター
の調査研究に関する発表も行われました。

上段左より　倉掛校長（三松中）、近藤教諭（南小）、鶴田校長（細野中）
下段左より　高口教諭（三松小）、中屋敷教育長、原屋敷指導教諭（細野中）

【授業論文】
一　席　細野中学校　指導教諭　原

は ら や し き

屋敷 貴
た か こ

子
二　席　三松小学校　教　諭　　高

た か く ち

口 章
あ や こ

子
三　席　南小学校　　教　諭　　近

こ ん ど う

藤 佳
よ し こ

子
奨励賞　細野小学校　教　諭　　河

か わ か み

上 智
と も い ち ろ う

一郎
　　　　細野小学校　教　諭　　田

た ぐ ち

口 正
し ょ う こ

子
　　　　小林中学校　教　諭　　中

な か だ

田 貴
た か ひ ろ

紘
　　　　三松中学校　教　諭　　岡

お か う え

上 桂
け い

　　　　須木中学校　教　諭　　吉
よ し む ら

村 政
ま さ ふ み

文
【学校の部】
学校賞　細野中学校（校長　鶴

つ る だ

田 康
や す ひ ろ

浩）
躍進賞　三松中学校（校長　倉

く ら か け

掛 高
た か し

志）

　小林市は、授業風景を記録した映像をもとに
審査する授業論文の形式をとっています。
今年度の特徴として、
◆タブレット型パソコンを活用した授業
◆児童生徒同士の対話を中心とした授業
が多く見られました。
　宮崎大学、宮崎県教育庁義務教育課、南部教
育事務所、宮崎県教育研修センターの協力のも
と、厳正なる審査が行われました。

教育現場で求められて

いる授業とは

いま、 令和２年度　小林市授業論文表彰式

受賞した論文を紹介！
市内小中学校の教職員より 52 編の論文が集まる

授業論文は、小林市の

教職員の資質向上を図

り、学校教育の充実と

発展を目指します

教科：外国語科
研究主題

「グローバルな視野をもった生徒の育成」
～生きて働く英語力の育成を通して～

【授業のポイント】
・音読練習が生徒自身の考えを表現できることに
つながるよう、生徒同士が伝え合う場を設定した。
・国際社会における貧困問題などに視点を向けさ
せ、さらに生徒自身が考えたことを表現すること
により、グローバルな視野をもたせた。

■　一席論文

教育委員会
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BOOKS
図書今月のおすすめ図書

休館と開館時間

小林市立図書館
問＝℡ 22-7913

画：友安よーいち
第 79 話「祝いの席でも・・・」

～児童書～

『たまごからうまれた女の子』
文：谷　真介

絵：赤坂　三好
発行：佼成出版社

【本館】毎週月曜は休館
◆開館時間　9 時～ 19 時
※日曜と祝日は 17 時まで

　エヒメアヤメの野焼きを取材。会
の方たちによる環境整備などの保護
活動により、開花数は増加傾向にあ
るようです。希少な花を守る地道な
活動に頭が下がる思いです。（佐藤）

【須木分館・野尻分館】毎週月曜と祝日は休館
◆開館時間　須木：９時～ 17 時
野尻：10 時～ 18 時 30 分 ※日曜は 17 時まで

不
透
明
の
五
年
見
据
え
し
日
記
買
ふ　
（
小
林
合
歓
の
会　

内
田
ト
シ
子
）

田た
お
こ
し耕
に
ぴ
た
り
と
つ
い
て
二
羽
の
サ
ギ　
（
小
林
合
歓
の
会　

尾
辻
和
子
）

子
の
髪
の
白
き
一
本
初
日
さ
す　
（
小
林
合
歓
の
会　

大
坪
由
美
子
）

日
向
ぼ
こ
と
な
り
の
猫
は
今
日
も
来
る　
（
小
林
合
歓
の
会　

小
林
明
子
）

耳
先
を
切
ら
れ
母
猫
凍
て
返
る　
（
小
林
合
歓
の
会　

藤
林
伸
岳
）

芹
青
く
と
ど
か
ぬ
処
婆
婆
三
人　
（
小
林
合
歓
の
会　

本
田
澄
子
）

草
や
木
や
光
浴
び
芽
吹
く
如き

さ
ら
ぎ月
よ　
（
長
友
正
臣
）

孫
む
す
め
晴
れ
の
姿
に
目
が
う
る
む　
（
前
田
貢
男
）

裏
庭
に
真
赤
に
咲
き
し
や
ぶ
椿
植
え
た
る
亡つ

ま夫
の
逝
き
て
二
十
五
年　
（
前
満
英
子
）

ひ
そ
や
か
に
姿
も
見
せ
ず
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
暮
ら
し
を
む
し
ば
ん
で
ゆ
く　
（
佐
枝
記
子
）

声
届
か
ぬ
向
う
の
友
は
お
お
手
振
っ
て
挨
拶
く
れ
る
霜
冷
の
朝　
（
武
ナ
ミ
子
）

心の花びら

★新刊本の入荷は毎週土曜

毎月１日は館内整理日のため全館（本館・須木・野尻）休館

＜編集後記＞

～一般書～

『天を測る』
著書：今野　敏
発行：講談社

「
た
の
モ
ー
」
…
昨
年
11
月
開
催
『
い
い
肉
グ
ラ
ン
プ
リ
（
ゆ
る
き
ゃ
ら
部
門
）』
で
金
賞
を
獲
得
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
　
体
を
鍛
え
る
こ
と
が
趣
味
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　SUKU

笑いのツボが浅くて、何でも
笑ってくれることちゃん♪１歳
おめでとう！元気で明るい子に
育ってね☆
父：亨　母：昌代

令和 2 年２月 27 日生
温
ぬ く み ず

水 琴
こ と な

那 ちゃん

【申・問】・地方創生課
mail　info@city.kobayashi.lg.jp

すくすく

すくすく募集中！
　必要事項をメールでお送
りください。

～一般書～

『アフターコロナの
マーケティング戦略』

著書：足立　光、
西口　一希

発行：ダイヤモンド社

PICK UP INFORMATION

東京 2020 オリンピック聖火リレー
　昨年４月開催予定で感染症予防のため延期され
ていた、聖火リレーが市内を駆けます。
　東上町交差点付近から市役所までの約 2.5 ㌔
を走り、ゴール会場（市役所）で聖火の到着を祝
うミニセレブレーションを行います。沿道で観覧
の際は、応援のルールおよび交通ルール、感染症
予防対策（マスクやソーシャルディスタンス）を
遵守のうえご覧ください。
※詳しくは広報こばやし４月号でおしらせします

市民体育館

市立病院

小林駅

東上町
交差点先

小林郵便局

市役所

R268

小林小学校

TENAMU
ビル

GS

GS

小林上町
郵便局

スタート

ゴール

進行ルート

コースおよび周辺道路では交通規制が行われます。また、周辺
の道路も混雑が予想されます。ご理解とご協力をお願いします。

規制予定時間

15 時～ 18 時
にご協力ください交通規制交通規制

※規制時間は目安であり、進行状況により変更となる可能性があります。
●問＝県総合政策課 ℡ 0985-26-7029　または　市企画政策課 ℡ 23-0456

　聖火リレーのゴール会場で行われるミニセレブ
レーションの観覧者を募集します。
※感染症予防のため、人数を限定しての公開
◆日時　４月 26 日（月曜）　17 時～
◆場所　市役所正面駐車場
◆募集期間　
　３月 1 日（月曜）～ 3 月 31 日（水曜）
※当日消印有効
◆募集人数　150 人（２名 1 組を 75 組）

◆観覧料　無料
◆応募方法　所定の応募用紙をメールまたは、
ファクシミリ、企画政策課窓口で提出ください。
※応募用紙は市ホームページに掲載
◆その他　・応募多数の場合は抽選
・小学生以下の人は保護者同伴でお願いします。
また、未就学児が保護者のひざ上で観覧する場合
は人数に含みません。
・当選者には４月 1 日以降に郵送通知します
●申・問　・企画政策課
Tel ２３‐０４５６　Fax ２５‐１０３７
Mail　k_kikaku@city.kobayashi.lg.jp

全　長：約 2.5 ㎞
コース：東上町交差点先
　　　　　↓
　　　　市役所正面駐車場

（小林駅経由）

４  26月　　 日（月）
開
催
日

ミニセレブレーション
観覧者募集
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　コロナ禍の影響で、オンラインで
の取材・イベント開催に初挑戦。意
外にも簡単に利用できたうえ、とて
も便利でした。これからもどんどん
利用していきたいと思います。（前原）
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広　告

暖房機器お見積り無料！

エアコン清掃も受付中

エアコン工事販売・修理、ボイラー・厨房機器販売

有限会社　安藤冷凍設備
　☎０９８４－２３－４００２


